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住民の安全・安心を守るために

川越市に在住・在勤・在学中の18歳以上の方
【問い合わせ先】消防局総務課
TEL ０４９－２２２－０７４１

川島町に在住・在勤・在学中の18歳以上の方
【問い合わせ先】川島消防署消防課
TEL ０４９－２９７－１９７９

消　防　団　員　募　集　中
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今
年
に
入
っ
て
か
ら
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

平
成
30
年
中
の
川
越
地
区
消
防
組
合
管
内
の
火
災
発
生
件

数
が
75
件
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
年
の
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

火
災
発
生
件
数
は
63
件
と
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
類
似
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
、

火
災
が
発
生
し
た
原
因
を
調
査
し
ま
す
。
左
記
の
写
真
は
、
職

員
が
、
焼
け
た
灰
の
中
か
ら
火
災
の
発
生
原
因
を
調
査
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
火
災
は
、
財
産
、
そ
し
て
命
ま
で
も
奪
う
恐

ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
一
人
一
人
の
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
、
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
火
の
取
扱
い
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
出
か
け
前
、
お

や
す
み
前
に
は
、
も

う
一
度
、
火
の
元
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
正
常
に
作
動
す

る
か
ど
う
か
、
点
検

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
さ
れ
て

い
な
い
方
は
早
急
に

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

民
泊
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

に
、「
消
防
法
令
適
合
通
知
書
」

が
必
要
な
場
合
、「
消
防
法
令

適
合
通
知
書
交
付
申
請
書
」
を

消
防
機
関
へ
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

な
ど
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

民
泊
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
皆
様
へ

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
の
間
、
今
年
度

に
新
規
採
用
さ
れ
た
職
員
９
名
に
対
し
、
川
越
北
消
防
署
で

新
採
用
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
消
防
職
員
と
し
て
の
基
本
的
な
知
識
・
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

各
職
員
は
、
５
日
間
の
研
修
を
終
え
配
属
先
で
訓
練
を
重

ね
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
総
務
課　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

新
採
用
職
員
研
修
実
施

　

平
成
31
年
３
月
５
日
・
６
日
の
二
日
間
で
、
社
会
福
祉
施
設

等
の
職
員
を
対
象
と
し
た
、
防
火
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
力
避
難
が
困
難
な
方
が
多
く
利
用
す
る
社
会
福
祉
施
設
等

で
、
火
災
が
発
生
し
た
際
に
適
切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
消

火
方
法
、
避
難
方
法
、
通
報
方
法
を
実
技
を
交
え
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。

川
越
西
消
防
署
消
防
課　
　
℡
２
３
１
‐
１
１
９
7

防
火
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

火災の原因を調べている様子

民泊申請について
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Ｎｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
音
声
に
よ
る
１
１
９

番
通
報
が
困
難
な
聴
覚
・
言
語
機
能
障
害
の
あ
る
方
が
音
声
に

よ
ら
な
い
１
１
９
番

通
報
が
出
来
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

携
帯
電
話
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機

能
と
位
置
情
報
機
能

を
利
用
し
て
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
簡
単

な
操
作
で
１
１
９
番

通
報
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。
ま
た
、

通
報
後
も
、
消
防
機

関
と
文
字
対
話
方
式

（
チ
ャ
ッ
ト
）に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

利
用
す
る
に
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で

す
。

　

詳
し
く
は
川
越
地

区
消
防
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

消
防
局
指
揮
統
制
課　
　
℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℻
２
２
５
‐
２
５
６
４

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま
た
、
９
月
９
日
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
消
防
局
で
は
、
救
命
講
習
を
次
の

よ
う
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
成
人
に
対
す
る
救
命
講
習
】

開
催
日
時　

�

令
和
元
年
９
月
８
日（
日
）�

�

午
前
10
時
～
正
午

開
催
場
所　

�

川
越
地
区
消
防
局
３
階
講
堂�

�

（
川
越
市
神
明
町
48
番
地
４
）

講
習
内
容　

�

胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
な

ど
の
応
急
手
当

対　
　
象　

�

川
越
市
、
川
島
町
に
在
住
・
在
勤
、
在
学
す
る

概
ね
中
学
生
以
上（
再
講
習
可
）

定
員
・
費
用　

先
着
30
人
・
無
料　

申
込
開
始
日　

�

８
月
21
日（
水
）の
午
前
10
時
か
ら
電
話
に
て
受

け
付
け
ま
す
。
受
付
日
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す
。�

�

※�

受
講
希
望
者
ご
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
方
が

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

命
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
「
救
命
の
リ
レ
ー
」。
第
１
走
者
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
安
心
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
消
防
局
で
は
、
毎
月
、
救

命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

救
命
講
習
の
日
程
、
お
申
込
み
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
消
防
局
救
急
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
局
救
急
課　
　

℡
２
２
２
‐
０
１
６
０

【
Ｎｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
】

救
命
講
習
の
開
催
に
つ
い
て

救命講習のご案内

　

当
組
合
で
は
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
、
腹

話
術
や
消
防
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
防
火
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

小
さ
い
頃
に
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
で
「
お
・
か
・
し
・
も
・
ち
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
お
」
押
さ
な
い
、「
か
」
駆
け
な
い
、「
し
」
し
ゃ
べ
ら
な
い
、

「
も
」
戻
ら
な
い
、「
ち
」
近
づ
か
な
い
、
の
「
お
・
か
・
し
・
も
・

ち
」
で
、
火
災
が
発
生
し
た
時
に
、
落
ち
着
い
て
避
難
を
行
う

為
の
言
葉
で
す
。

　

子
供
た
ち

に
防
火
意
識

が
根
付
く
よ

う
、
日
頃
か

ら
子
供
た
ち

や
皆
さ
ん
が

学
ん
だ
こ
と

を
、
ご
家
族

や
ご
近
所
の

方
と
話
し
て

い
た
だ
き
、

楽
し
み
な
が

ら
、防
火・
防

災
知
識
を
身

に
着
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 子

供
た
ち
を
通
じ
、み
ん
な
で
防
火
教
育

川
越
北
消
防
署
消
防
課　
　

℡
２
２
６
‐
７
２
９
０

川
越
中
央
消
防
署
消
防
課　
℡
２
４
２
‐
１
１
９
４

川
越
西
消
防
署
消
防
課　
　

℡
２
３
１
‐
１
１
９
７

川
島
消
防
署
消
防
課　
　
　

℡
２
９
７
‐
１
９
７
９

問い合わせ



○平成31年第１回定例会（平成31年３月27日開会）
議案議決一覧表

議案番号 議　案　名 議決結果

議案第１号
川越地区消防組合消防本部及び消防署の設置に
関する条例の一部を改正する条例を定めること
について

原案可決

議案第２号 川越地区消防組合消防職員定数条例の一部を改
正する条例を定めることについて 原案可決

議案第３号 川越地区消防組合火災予防条例の一部を改正す
る条例を定めることについて 原案可決

議案第４号 平成30年度川越地区消防組合一般会計補正予
算（第１号） 原案可決

議案第５号 平成31年度川越地区消防組合一般会計予算 原案可決

川越地区消防組合議会が開催されました。

火事・救急・救助は119番　災害情報テレフォンサービス ℡0180-994-310　＊かけまちがいにご注意ください。

□発　行／川越地区消防局　総務課
　　　　　〒350-0823 川越市神明町48-4　℡049-222-0741
　　　　　http://www.119kawagoechiku.jp/
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ポジタイプ ネガタイプ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
消
火
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
鶴
ヶ
島
市
松
ヶ
丘
四
丁
目
　
瀬せ

ざ
い在

　
悦え

つ
こ子
さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
松
ヶ
丘
四
丁
目
　
米よ

ね
ざ
わ沢

　
千ち

あ
き秋
さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
松
ヶ
丘
四
丁
目
　
福ふ

く
だ田

　
茂し

げ
る
さ
ん

消
防
局
総
務
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

　
平
成
30
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保

護
制
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

消
防
局
総
務
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）
実施機関 全部公開 部分公開 非公開 取下げ 合　計
議　　会 0 0 0 0 0
管 理 者 4 0 0 0 4
消 防 長 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
合　　計 4 0 0 0 4

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）
実施機関 全部開示 部分開示 不開示 取下げ 合　計
議　　会 0 0 0 0 0
管 理 者 0 2 0 0 2
消 防 長 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
合　　計 0 2 0 0 2

※訂正などの請求は、ありませんでした。

＊比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

令和元年度予算　　　　5,466,574,000円� 消防局総務課 TEL222-0741　

歳入

歳出

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））� 5,057,668,000 円（92.5％）
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）� 4,528,000 円（  0.1％）
財産収入（基金運用の利子等）� 1,261,000 円（  0.0％）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）� 45,000,000 円（  0.8％）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）� 29,917,000 円（  0.5％）
組合債（金融機関等からの借入金）� 328,200,000 円（  6.0％）
歳入合計� 5,466,574,000 円（100％）　 

議会費（議員報酬等の議会運営費）� 7,496,000 円（  0.1％）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）� 4,637,000 円（  0.1％）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）� 5,118,822,000 円（93.6％）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）� 331,119,000 円（  6.1％）
予備費（予見することのできない歳出予算の不足に備えて計上される費用）� 4,500,000 円（  0.1％）
歳出合計� 5,466,574,000 円（100％）　 

� 令和元年５月16日現在
氏　名 選出議会

道祖土　証 川島町
菊地　敏昭 川島町
小峯　松治 川島町
明ヶ戸亮太 川越市
吉敷賢一郎 川越市
柿田　有一 川越市
桐野　　忠 川越市
岸　　啓祐 川越市
吉野　郁惠 川越市
小林　　薫 川越市
髙橋　　剛 川越市
小ノ澤哲也 川越市
小野澤康弘 川越市

組合議員名簿

◎令和元年５月８日川島町議会第２回
臨時会及び令和元年５月16日川越市
議会第２回臨時会において、川越地区
消防組合議会議員が選出されました。
※名簿は順不同です。

平
成
30
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告


